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創造表現コース ９期生

創造表現コース10期生

　創造表現コースに入学して本格的に美術を学び
始めた私は、徐々に工芸品を作る楽しさを感じ始
めました。
　工芸の授業で観た、幕末〜明治期に作られた七
宝焼についてのDVDは当時の私に強い衝撃を与
え、迷わず私を七宝の道へと導きました。
　安藤七宝店という老舗で職人として働いている
今、私は様々な技術を修得し、成長し続けていま
す。しかし学べば学ぶほど、幕末〜明治期の職人
の技術力の高さを実感し、ゴールが遠のいて行く
ような気持ちでいます。

　それは七宝に限らず、伝統工芸全般に於いて同
じ事だと思います。
　当時の日本の職人技術は間違いなく絶頂期であ
り、世界的にもそれは超絶技巧でした。
　それらの技術を現代に再現することは難しいと
されていますが、再現することが今の私の目標で
す。
　その為に多くの人に七宝に興味を持ってもら
い、実力のある若い人材がどんどん出てきてくれ
ることを望んでいます。

　高校や大学で創作活動を続けられている先生方
を見てきたので、大学卒業後も日本画を続けてい
くことは自然と自分の中で決まっていました。創
作活動を続けていくには、やはり、定期的に作品
を発表する場が必要です。様々な活動方法がある
中で、個展を中心に活動する無所属よりも同じ目
標に向かって進む人達がいる方が私には向いてい
ると思い、団体展に出品する事にしました。
　大学院 ２年生の時に秋季創画展に初入選し、そ

の繋がりで翌年に創画会の東京研究会が主催する
「夏の会」というグループ展にも参加しました。
出身大学が違う方々との展示は初めてだったの
で、とてもいい刺激を受けました。
　自分が行動すれば、その分だけ出会いがあり、
出来ることも広がっていきます。やりたい気持ち
はあっても、ためらってしまいそうになったら“失
敗するなら今”と自分に言い聞かせて、少しでも
新しいことに挑戦しています。

齋藤　未来

田頭　礼華

蘇らせたい「超絶技巧」

失敗するなら今

［2009年度卒業／61回生］

［2010年度卒業／62回生］

株式会社「安藤七宝店」（勤務）

七宝職人

日本画家

1991年　�広島市出身
2012年　�奈良芸術短期大学 クラフトデ

ザインコース卒業
2012年　�有限会社「京七宝 ヒロミ・アー

ト」入社
2013年　�株式会社「八木かつら」入社
2016年　�株式会社「安藤七宝店」入社
現　在　�七宝に於ける様々な技法を学び

ながら、七宝製作に取り組んで
いる。

　　　　�また七宝技術向上の為、社外に
て佐野寛先生に師事し、金工を
学んでいる。

1993年　�広島県出身
2016年　�広島市立大学日本画専攻を卒業
2017年　�第44回創画展に入選（同 1̓8）
2018年　�広島市立大学大学院博士前期課

程を修了
　　　　�第22回夏の会（ギャラリー青羅

／東京）
2019年　�第45回春季創画展に入選
現　在　�広島市内でカルチャー教室の講

師をしながら制作を続けている。

焼成

「アトサキ」P100号 2018年 第45回創画展入選 「フユノカタチ」P30号 2019年 第45回春季創画展入選

植線 製作工程


